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を有効に検出した，骨塩率（BMR: bone mineral ratio, Exp. 
Anim., 55, 415-418, 2006）による比較を試み，種差や年
齢差を捉えつつある． 
 





































































チンパンジ （ーn = 10）末梢血より DNAを抽出し，
癌と関連する可能性が示唆されている 17の遺伝子多型












































ス 3頭・オス 2頭）を対象に，2006年 5月から 12月に
かけて，サルが活動する日の出前 1時間から日没後 1時
間の時間帯に，シカを個体追跡した．2分毎にシカの行
動および，20m以内のサルとの近接の有無を記録した．
また，対象個体とサルの交渉があった場合には，その事
例をアドリブサンプリングした．合計約 180時間の観察
を行った．この中で，対象個体がサルの 20m以内に近
接していた割合は 9%であった．この調査地ではシカが
しつこくサルを追従する行動が報告されているが，個体
ごとに見れば近接時間は長くないことが解った．総採食
時間に占めるサルが供給した食物（サルが落とした，あ
るいはサルの食痕がついた食物）の採食時間割合は 4%
であった．サルが供給した食物はマテバシイ・ハゼノ
キ・カキノキ属の果実と種子，モクタチバナ・シロダモ
属の葉，サルの糞などであった．観察中に見られた追跡
個体とサルの交渉は，サルが乗ったことで撓んだ枝先の
葉を食べようとしたのが 1例のみ観察された． 
 
26 マイクロサテライト DNA多型を用いた野生ワオキ
ツネザルの繁殖構造の研究 
市野進一郎（京都大・理・人類進化） 
対応者：川本芳 
マダガスカル共和国ベレンティ保護区のワオキツ
ネザル個体群の繁殖構造を解明するために，昨年度に引
き続き，マイクロサテライト DNA解析をおこなった．
昨年度の共同利用研究では，1999年の捕獲調査（研究
代表者：小山直樹）で採集された 134個体分の遺伝試料
を用いて，11座位について遺伝子型を決定する実験を
